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トピックス6　複雑な手の動作を反映するマルチタッチマウス
　2009年10月、英国マイクロソフトリサーチ社ケンブリッジ研究所の N. Villarらのグループは、新しい
マルチタッチマウスのデザインと操作性評価に関する研究成果を発表した。例えば、5本の指の動作を
反映するマルチタッチマウスは、内部に組み込まれた赤外 LEDと半球面の反射鏡、カメラによって取得
した赤外画像を解析し、マウスに接触している指の運動を認識する。指の触れる領域は半球で掴みやすく、
指をスムーズに動かすことができ、回転、拡大・縮小、平行移動の操作を直感的に行うことができる。
複雑な操作も短時間に習得でき、操作の習熟に時間がかかる 3D CADや 3D CGにおける設計作業の
効率化も期待される。
　2009 年 10 月に英国マイクロソフトリサーチ社ケンブ
リッジ研究所の N. Villar らのグループは複数の新し
いマルチタッチマウスのデザインと操作性評価に関す
る発表を行った 1）。
　1968 年に D. Engelbartらが発表したマウスの機能
は、1993 年の G. Venolia によるホイー ルの導入を除い
て40 年間基本的な変化はない。しかし、従来のマウ
スでは入力できる動作の自由度が不足しているため、
複雑な手の運動を正確に反映することができない。例
えば、3D CAD や 3D CG モデラーの、回転、拡大・
縮小、平行移動といった基本操作でも、それぞれ入
力モ ドーを切り替えなければならない。そこで、PC の
3 次元表示などの進展に合わせて、より感覚的な PC
操作を目指すマルチタッチマウスが盛んに研究開発さ
れるようになった 2）。
　図表（a）には赤外画像を利用したマルチタッチマウ
スとその操作例を示す。マウス内部の赤外 LED が半
球状のカバーを照らしており、指が接触した場合に反
射輝度分布が変化することを利用して指の状態を認識
する。マウスの内部にある半球状の反射鏡をカメラで
撮影することで図表（c）のような赤外画像が得られる。
この画像の幾何歪みと輝度を補正して図表（d）の補正
画像を生成し、さらに 2 値化することで図表（e）のよう
にマウスに接触している 5 本指の状態が認識できる。
なお、台座の部分は通常の1ボタンマウスと同じ構造
で平行移動とクリックは検出でき、指の動作が付加的
な情報としてアプリケーションに入力される。結果とし
て多自由度入力が可能となり、モ ドーレス操作が可能
となる。
　このマウスでは、指の触れる領域は半球で掴みやす
く、曲率も一定であるため、指をスムー ズに動かすこと
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ができ、回転、拡大・縮小、平行移動の操作を直感
的に行うことができる。例えば、ダイヤルを回すように
5 本の指を動かせば直感的な回転操作が可能となる。
また、マウスに接触している指を下から上に移動させ
指の間隔を狭める動作が縮小操作に対応し、反対に、
指を下げて間隔を拡げる動作が拡大操作に対応する。
ただし、指の認識には赤外画像を用いるため太陽光等
の赤外成分の含まれる照明環境下では、認識精度を
改善する必要がある。
　3D CAD や 3D CG のモデラーではカメラ位置と向
き、画角などを頻繁に変更することが多く、アイコン選
択やキ 入ー力によるモ ドー切り替えとマウスを併用する
ことになるため、操作の習熟には時間がかかる。しか
し、マルチタッチマウスでは、従来のマウスよりも多く
の情報をモ ドーレスで入力することができる。そのた
め、複雑な操作も短時間に習得でき、さらに、3D 
CAD等の設計作業における生産性改善も期待される。
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図表　赤外画像を用いたマルチタッチマウス
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